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四日市ケミカルステーション株式会社のサービス拡充について 

 
 三菱ケミカル物流株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：横⼭⼀郎、以下「MCLC」）と日本トランスシ
ティ株式会社（本社：三重県四日市市、代表取締役社⻑：安藤仁、以下「トランシィ」）が共同で出資する四日市ケ
ミカルステーション株式会社（本社：三重県四日市市、代表取締役社⻑：清⽔修⼀、以下「YCS」）は、化学品コン
テナ輸送の様々なニーズにお応えするために、2017 年の設立後、2019 年の加温設備稼働開始を経てきましたが、
今般サービスを拡充し、計画的な調達を可能にする総合的なソリューションをご提供できる体制を整えましたので、
お知らせいたします。 
 

YCS は、加温業務を行う⼀方、より顧客への有効なソリューション提供に向けて市場調査を行ってまいりました。
YCS は、四日市港のゲート待機時間の短さや充実した補助⾦制度、中京地区の⾼速道路網の整備に伴い中部・関⻄・
北陸圏へのアクセスが向上した点（四日市港利用優位圏）に着目いたしました。また、これらの地域的な優位性に
加えて、YCS の加温設備、MCLC の豊富な化学品取扱いノウハウ、トランシィが運営するバンプールや危険物倉庫
群を有機的に結合させることで、単なる加温業務の実施に留まらない総合的なソリューションサービスを提供でき
る体制が整いました。今回 YCS が拡充させたサービスをご利用いただくことで、コスト、時間、業務効率化のいず
れにもメリットが発生し、化学品の計画的な調達が可能になると考えております。 
 
（ご参考：YCS が拡充したサービスにより可能となるソリューションの⼀例） 
① 従来タンクヤードで常時加温していた大ロットの化学品について、タンクコンテナを用いることにより小ロッ

ト化し、かつ、必要なタイミングで加温後納品することが可能となります。 
・「必要なモノを必要な時に必要なだけ」調達可能 
・製品品質の安定化（熱履歴が少ない） 
・エコ物流に貢献；使用時のみ加温  

② 従来は各地で加温した後に中部地区へタンクコンテナで輸送していた化学品について、四日市近隣の保管場所
で保管し、必要なタイミングで加温後納品することが可能となります。 
・原料手配に関してフレキシブルな対応が可能 
・納品先に加温設備がない場合でも、都合の良いタイミングで加温後に納品可能 

※ソリューションの詳細については、別紙『四日市ケミカルステーションご紹介資料』をご参照下さい。 
 
今後も、YCS は、化学品コンテナ輸送の様々なニーズにお応えすることで、化学業界の負託にお応えしていく所存
です。 

以 上 
【本件に関するお問合せ先】 
  三菱ケミカル物流株式会社総務部（太田・⼭口） 
  TEL：03-5408-4500  E-mail：MCJP-MBX-MCLC̲WebMaster@mchcgr.com 
 
  日本トランスシティ株式会社中部支社業務部（川尻） 
  TEL：059-366-2411  

mailto:WebMaster@mchcgr.com
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【四日市ケミカルステーション株式会社】 （Yokkaichi Chemical Station）

設立年月日 ： ２０１７年 ７月 ３日
本社所在地 ： 三重県四日市市大井の川町 2-1

（三菱ケミカル物流(株) 四日市支社内）
代表者 ： 代表取締役社長 清水 修一 （従業員 ： ３名）
事業内容 ： 液体化学品を取扱う業務 （加温、保管、詰替等）
資本金 ： ６，０００万円
出資比率 ： 三菱ケミカル物流株式会社 ６５％

日本トランスシティ株式会社 ３５％

【三菱ケミカル物流株式会社】

設立年月日 ： １９５６年１２月 １日

本社所在地 ： 東京都港区芝大門
代表者 ： 取締役社長 横山 一郎
従業員 ： １，１３５名
資本金 ： １，５００百万円
事業内容 ： 貨物利用運送事業、倉庫業

内航海運業、３ＰＬ事業、タンク事業他
株主 ： 三菱ケミカル株式会社 １００％

【日本トランスシティ株式会社】

創業年月日 ： １８９５年 ７月１２日

本社所在地 ： 三重県四日市市霞
代表者 ： 代表取締役社長 安藤 仁
従業員 ： ２，２９５名 （連結）
資本金 ： ８，４２８百万円
事業内容 ： 倉庫業、港湾運送業、

貨物自動車運送業、通関業、他
株式 ： 東証１部上場 名証１部上場

四日市ケミカルステーション株式会社（ＹＣＳ）



四日市

四日市港
コンテナターミナル

■

四日市ケミカル
ステーション

■

四日市ケミカルステーション株式会社

〒510-0846
三重県四日市市大井の川町２丁目１番地

TEL：059-345-7458

■バンプール
（コンテナ保管場所）

アクセス

■
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ケミカルワークステーション（ＣＷＳ）事業の概要

輸出／通関

輸入／通関

海上輸送化学品／海外品

充

（一時保管）

コンテナ輸送

詰替え／荷姿変更

石油缶
加 温

洗 浄

納 入 先 様

メンテナンス

コンテナ手配

荷主様

ローリー⇒
コンテナ

輸出／通関

海上輸送

化学品コンテナ輸送の様々なニーズにお応えします。

加 温

タンクコンテナ

詰替え／荷姿変更

ドラムローリー

タンクコンテナ

ＣＷＳ （ケミカルワークステーション） 事業

空コンテナ回収

（一時保管）

荷主様

コンテナ輸送

空（洗浄済）

ＣＷＳ事業



タンクコンテナ加温設備

全体風景 車搬入

蒸気配管 窒素封入

（設備内容）
・加温レーン：４レーン（シャシ付加温）
・蒸気温度：約１３０℃
・窒素封入設備あり
・基本稼働時間:8:30～17:00
・輸送便手配可、待機場所２レーン
・取扱い物質

危険物第４類 第３石油類（水溶性）
第４石油類

指定可燃物



【ＣＷＳ関連設備】タンクコンテナ保管エリア

四日市港コンテナ
ターミナル■

四日市ケミカル
ステーション■

■バンプール
（コンテナ保管場所）

【バンプール概要】

所在地 ： 三重県四日市市浜園町
最大保管数 ： ２４０コンテナ
保有設備 ： リーチスタッカー

（最大荷重 ： ４５ｔ）
保管可能貨物 ： 一般貨物

指定可燃物

■

©2018 GoogleMap【日本トランスシティ社運営設備】



【ＣＷＳ関連設備】 危険物倉庫
【危険物倉庫例・概要】

所在地 ： 三重県四日市市

常温危険品倉庫
危険物第４類 第１～４石油類

アルコール類
設定温度 ＋１５℃ （１４０坪）

＋ ５℃ （ ６０坪）
低温危険品倉庫

危険物第４類 第１～４石油類
設定温度 ＋ ５℃ （３００坪）

－１５℃ （３００坪）
荷姿 ： ドラム・缶・ＩＢＣ（１ｍ３）

■

四日市ケミカル
ステーション■

■バンプール
（コンテナ保管場所）

■ 危険物倉庫

■ 四日市港
コンテナ
ターミナル

©2018 GoogleMap

【日本トランスシティ社所有設備】



タンクコンテナを利用したケミカル物流

「必要なモノを必要な時に必要なだけ」お届けします。

【タンクコンテナの活用例】

１．油槽船による輸入 ⇒ タンクコンテナによる輸入

２．タンクコンテナによる大量購入 （必要量の小分け）

【四日市ケミカルステーション加温設備の特徴】

１．出資会社による物流支援体制

２．安定したユーティリティの供給 （三菱ケミカル三重事業所内設置）

３．四日市地区の特徴を活かした物流ネットワーク
ａ．四日市港の活用
ｂ．拡がる高速道路網



タンクコンテナによる効率化案件例（１）

【油槽船利用】

原産国

受入港 （中部エリア）

タンクイン （保温タンク）

納入先

原産国

タンクコンテナ充填：２０～２５ｔ／基

四日市港

加温・（小分け）

納入先

【タンクコンテナ利用】

油槽船 積載量 ： ５００ ｔ／船
（加温能力 要）

タンク材質 ： ＳＵＳタンク
保管温度 ： ６０℃ （７０℃熱媒）
保温期間 ： 約 ５ヶ月

ローリー輸送 （保温ローリー）

（コンテナ保管）

四日市ケミカル
ステーション

汎用ケミカル原料 （使用料：１００ｔ／月）
凝固点：５０℃ （指定可燃物）

（出資会社 元請け）

コンテナ輸送

コンテナ輸送

・「必要なモノを必要な時に必要なだけ」調達可能
・原料品質の安定化 （熱履歴が少ない）
・エコ物流に貢献；原料使用時のみ加温



タンクコンテナによる効率化案件例（２）

製造設備・タンク

タンクコンテナ充填

製造設備・タンク

タンクコンテナ充填

【製造地区加温】

コンテナ加温（溶融）

使用現場

コンテナ保管

四日市ケミカル
ステーション

コンテナ転送

コンテナ納入

【使用地区加温】

使用地域に加温設備がないと
納入日を綿密に調整する必要がある
（例：充填から４日以内に納入）

汎用ケミカル原料 凝固点：４０℃ （指定可燃物）
製造地区；関東エリア 使用地区；中部エリア

・原料手配に関してフレキシブルな対応が可能
都合の良いタイミングで充填・転送
納入に合わせて加温・溶融

関東⇒中部

納入のタイミングで加温溶融

コンテナ保管

コンテナ加温（溶融）

コンテナ転送

使用現場

コンテナ納入

関東⇒中部

（関東エリア）

（中部エリア）

（関東エリア）

（中部エリア）



大量購入による効率化（準備中）
原産場所・生産場所 タンクコンテナ使用：２０～２５ｔ／基

四日市港・四日市エリア

加 温

納入先

コンテナ保管

四日市ケミカル
ステーション

（出資会社 元請け）

コンテナ輸送

コンテナ輸送

「必要なモノを必要な時に必要なだけ」

タンクコンテナで四日市エリアに持ち込んだ
化学品を加温・保管・小分け・移し替えなどの
作業により効率的にお届けします。

バンプール

小分け
（ドラム・缶・ＩＢＣ）

移し替え
（ローリー・ＩＢＣ）

保 管

納入先

輸 送納入先

輸 送

納入先

輸 送

危険物倉庫



四日市地区の特徴を活かした物流ネットワーク

 コンテナ定期船航路 定期航路網 ： １６ サービス （週）
寄 港 地 ： 韓国・中国・台湾・香港・ベトナム・フィリピン・

マレーシア・インドネシア・タイ・シンガポール

【四日市港の活用】

【拡がる道路網】

 補助金制度の充実 ： 四日市港利用支援事業補助金
※四日市港管理組合ＨＰ ⇒ http://www.yokkaichi-port.or.jp/yp_extend/index.html

 高速道路網の整備・拡充
東海環状自動車道 ： ２０２４年全線開通予定
新名神高速道路 ： ２０１９年延伸（新四日市ＪＣＴ～亀山西ＪＣＴ）

 四日市港へのアクセス道路の整備 ： ２０１８年いなばポートライン開通

四日市港利用優位圏への更なる効率的な物流サービスの提供
・優位圏から四日市港までの輸送時間の短縮化を実現
・二酸化炭素の排出削減

 ＣＹゲートにおけるスムーズな搬出入により待機時間の短縮
⇒ トラクターヘッドの効率的な運行が可能

http://www.yokkaichi-port.or.jp/yp_extend/index.html


四日市港 コンテナ定期航路

コンテナ定期路線網
週１６サービス
（２０２０年２月現在）

仕向地
仕出地

輸 出
（週）

輸 入
（週）

韓 国 ５便 ３便

中 国 ７ ８

台 湾 ５ ４

タ イ ３ ３

シンガポール ４ ３

インドネシア ２ ２

ベトナム ４ ５

マレーシア ２ ２

フィリピン ２ ２

東南アジア各国と直接複数の便で
結ばれています。トランシップサービス・
フィーダーサービスでこれら以外の国への
輸出入も可能です。

四日市港管理組合ホームページ



拡がる高速道路網

中日本高速道路株式会社ホームページ



四日市利用優位圏 （ご参考）

【四日市利用優位圏】
黄色のエリアから最も短時間で行ける港は四日市港です。
二酸化炭素（ＣＯ２）の排出量削減に繋がります。

四日市港利用促進協議会ホームページ



以 上


